
　新年明けましておめでとうございます。

旧年中は格別のご愛顧を賜り、誠に有難うございました。

皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと、お喜び申し上げます。

　フジアート株式会社　代表の渡邉富士雄です。

　冬になると、天気予報でよく「冬将軍」ということばを耳にするようになります。「冬

将軍がやってくると寒くなる」というのはご存じでしょうが、さて、冬将軍の正体と

は一体何でしょう？冬将軍は、正式には「シベリア高気圧」と言います。その名の通り、

シベリアで生まれます。 10 月を過ぎたころからシベリア辺りの高緯度地域は、太陽の陽射しが弱まるため、

徐々に冷え始めます。クーラーが足元から冷えていくので経験されていると思いますが、冷たい空気とい

うのは暖かい空気に比べて重いのです。

シベリア地方では、どんどんと、冷たい空気が地表付近に滞留していくのです。それが非常に大きなかた

まりになったのが、冬将軍・シベリア高気圧なのです。大陸育ちなので、非常に乾燥しています。

夏の暑さをもたらす太平洋高気圧が南から張り出してくるようにシベリア高気圧も日本列島に対して北西

（あるいは西方）から張り出してきます。

が、この非常に冷たく乾燥した冬将軍に対して、日本海は暖流の流れ込む、温泉のようなものなのです。

日本海があることで、大陸と、日本列島の日本海側、さらには太平洋側との気候に大きな違いができるので

す。冬将軍が比較的暖かい日本海を通るとき、下は暖かく上が冷たいという立体構造になります。すると

冷たい空気の方が重いので、下にもぐり込もうとします。

これが「対流現象」で、このときに積乱雲の列が発生し、気象衛星画像に見られる「筋状の雲」ができるのです。

しかしこれも、日本列島を南北に貫く脊梁山脈を越えるときに雪を降らせると同時に水蒸気を落とし切って

しまうので、太平洋側では乾燥した晴れのお天気が続くことになるのです。

　早いもので、新年が明けて 1月も中旬を過ぎました。

受験生のお子様を持つご家庭は何かと気が休まらないので

はないでしょうか。我が家でも下の娘の高校受験の日程が

近づいてまいりました。上の息子はサッカー推薦でしたの

で、ほとんど受験勉強はせずに合格しましたが、下の娘は

朝から夜まで勉強づけの日々が続いています。大変そうで

すが、元気に頑張っています。何とか志望校に合格できる

ように願っています。

　末尾となりましたが、本年も皆様のご発展とご健勝を心

よりお祈り申し上げます。
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お仕事・ご旅行・お買い物から帰ったときに「おかえり～」と出迎えてくれる
「我が家のご自慢ポイント」をお客さまに取材させていただき、お伝えします♪

今回は、フジアートの大工さん：楢原さんちのまめ太ちゃんのかわいい写真をご紹介いたします。

まめ太ちゃんはシバ犬の 10 歳 (♂) です。

まめ太ちゃんのお散歩はご主人様の出勤が早いため、夜明け前。

あまりの早さに、なかなか起きられないこともあるそうです。

お散歩に起きられないわんちゃんも、珍しいですよね (笑 )

ご家族からとてもかわいがられているのが、写真からも

よ～く分りますよね！

ぬいぐるみまめ太

お正月まめ太

おくるみまめ太

サンタまめ太
ライオンまめ太

韓国入浴バージョンまめ太

　　令和 2 年 １月４日 土曜日　天気 晴れ

　戸建ての 2 階、洋室クローゼットの床の木工事です。既存の床は洋室の床より高く作られていたのですが、今回は

洋室の床と同じ高さに作ります。既存のクローゼットを解体し、梁に根太（36mm×45mm）を架け渡してベニヤ板

（12mm) を張るのですが、高さが足らないので梁に角材（間柱に使われる 105mm×30mm）を抱かせて、高さを調整

します。レーザーで高さを見ながら角材をビスで固定し、根太も固定します。

　新しくクローゼットの枠も付けます。四方枠で下枠が床に埋まるので、下枠が入るすき間を開けて、ベニヤを張って

完了です。床の真下が 1 階リビングの天井なので、落ちないように注意しながらの作業でした。

施工現場の様子をご紹介します

解体後。下地が出現。

梁に角材を抱かせた。 根太とベニヤ板の厚みと同じ
木材を乗せて高さを測る。

洋室の床と高さが同じ
であることを確認。

根太を渡して固定する。クローゼットの下枠が入るか確認。床下地が完成。



　2020 年がいよいよ幕を開けました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　さて、我が家に息子の庵利（あんり）が生まれてから８ヶ月が経ちました。

　親ばかだと思われると思い、子どものことはもう書かないようにしようかなと思っていた
のですが、予想外に「庵利くんの記事なかったね」とお声がけいただくことが複数あったので、
親ばかだと思われてもいいかなと思い、また子どものことを載せてみることにしました。

　人間の進化の過程を見せつけるかの如く、この時期の子どもの成長速度に焦りを感じると
共に、記憶のシャッターチャンスを逃さないよう、一瞬一瞬を味わいながら一日一日を大切
に過ごしています。
　ちなみに、この記事を書いている 2020 年 1 月初旬現在の庵利は、体重約 11 kg のガッチ
リ体型で、ハイハイと一人座りを繰り返し、脚を突っ張ってお尻を上げるポーズをし始めた
ので、いよいよ掴まり立ちをするのではないかと思います。
　さらに、腹式呼吸からの大声量で夜泣きを繰り返しては、ボクの貴重な睡眠時間を妨げる
という毎日ですが、それ以上の幸福感をもらいながら帳尻を合わせています。

リフォームアドバイザー

佐原商家町ホテル NIPPONIA　詳しくは⇒https://www.nipponia-sawara.jp/

　「商家町佐原全体がひとつのホテル。600 年の歴史に滞在する。」というコンセプトのホテルに宿泊してきました。
町に点在する築 100 年超の商家や蔵を改修した宿泊施設で、歴史に溶け込むように泊まるスタイルが売りです。
私が選んだお部屋は和紙とお香を扱う商家の蔵。店舗脇ののれんをくぐるとお香の良い香りに包まれます。
創業の明治からしみ込んでいる香りなのでしょう。増築部分と思われる玄関ホールには唯一の窓が設けられています。
蔵は人が住むように作られていないので窓がありません。そのせいか、照明がたくさんありました。
また、ベッドルームにはちょうど良い高さに立派な梁があり、頭を抱えてうずくまっている夫の姿を何度か見かけました。
浴槽は地元の職人さんが作った檜風呂。とても良い香りがして旅の疲れが癒えました。
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鎌倉大船営業所
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Thank you for reading.

　お正月は暖かくて過ごしやすいお天気でしたが、みなさまはどのように過ごされましたか？

我が家は親戚へのご挨拶回りだけで終わってしまい、どこかに行きたかったな～と

言う娘のリクエストで、成人の日に『鎌倉・江の島七福神巡り』に出かけてみました。

　北鎌倉の浄智寺（布袋尊）からスタートするつもりでしたが、その前に円覚寺に

寄ったところ、境内の妙香池でカワセミに出会うことができました。鮮やかな色が

とてもきれいで、何度も池に飛び込む様子にしばらく見入ってしまいました。昨今

人気のご朱印集めをしようと、円覚寺で人生初のご朱印帳をいただきました。続い

て浄智寺へ。なんだかコミカルなお顔の布袋様、こっちを指さして笑ってる！？と思っ

たのですが、指さす方向に福があるそうです。なでると元気になるという、大きなお腹

を存分になでてきました。その後の鶴岡八幡宮（旗上弁財天）は新成人たちがたくさん

お参りをしていて、華やかな雰囲気でしたが予想通り大混雑で、ご朱印をいただくのも

15 分ほどの行列。結局 3 か所めの宝戒寺（毘沙門天）までで時間切れ、続きは別の日に

することにしました。娘の感想は「いちばん来てよかった～と思ったのは、念願のいち

ご飴が食べられたこと！」･･･春から中学生になるんだけどなぁ。ま、よかったならいいか。

日だまり ゆるりらいふ
日常がちょっと楽しくなる豆知識などを主婦のつぶやきでお伝えします

　２０２０年が始まりました！今年もどうぞよろしくお願いいたします。

　昨年 12 月に『セーリング魅力発見クルージング』というイベントに参加しました。

当初は 10 月の予定だったのですが、悪天候で 11 月に延期、また悪天候で 12 月に延期と、

延びに延びてしまったイベントです。12 月当日も小雨まじりで風もあったので、寒いだろう

な…船酔いしちゃうかな…と不安だったのですが、「こんな涼しい日にクルージングに参加さ

れる、気合の入った皆さんこんにちは！！」と、とても明るく出迎えてくださる方が (^^)。

オリンピック３大会（北京・ロンドン・リオ）連続出場された牧野選手でした。一緒に乗船して、

お話を聞いたり、順番に船の操縦をさせていただいたりしてあっという間のクルージング体験

でした。本来なら帆をおろして帆走体験もあったようですが、風が強いためできず、残念★　

　乗船中は、はしゃいでいる子どもたちが海に落ちないか目で追いつつ、自分の事でいっぱい

いっぱいで、解散してから、もっと色々質問すればよかった…と思いました。非売品（？）の

ピンバッジをお土産にいただき、子どもはご機嫌でした。

　その後、近くで『掃海艇はつしま』の艦艇見学が行われて

いましたので、見学しました。なにも予備知識がないまま

見学してしまいましたが、機雷の掃海を任務とする軍艦なん

ですね。今でも戦時中の機雷が沢山見つかるという事や、

不発弾の処理の仕方など、子どもにもわかりやすく説明して

くださり、勉強になりました。


